
平成２３年実施（長野県地域発元気づくり支援金事業）

～地域の森を活用して、育て、次世代に継承しよう～

「北原区ふるさとの森」を整備

～北原区ふるさとの森の整備から活用まで～

北原区ふるさと暮らし支援委員会
《長野県いきいき中高年社会貢献活動支援事業》

　森林は、水と豊かな自然系を育み、地域住民にとって欠かすことのできない貴重な自然です。地域住民
は、この自然を守り、育て、活用しながら次世代に引き継がなければなりません。
　しかし、昭和４０年代以降、急激な経済成長と都市化の進展は、林業労働者の減少、林業諸経費の高騰
を招き、林業情勢は極度に悪化し、森林資源の確保を図ることは難しくなり、その結果、熊等の鳥獣被害
や土砂崩れの被害があちこちで発生しています。
　そこで、森林を活用しながら次世代に引き継ぐために、既に間伐されて放置されている間伐材を活用し
て、北原集落の東側に位置する森林の一部を、「北原区ふるさとの森」として整備しました。地域の住民
が森林体験や森遊びをしながら「森林と触れ合う場所」として整備したものです。

東京農業大学上原巌教授の
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上原巌教授との打合会

重機によるコース整備 杉の皮を剥く

間伐材を吊り上げる 間伐材を運ぶ

かんなで削る チェーンソーで切る

北信濃新聞
平成 23年 9月 3日


